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甲州市広報　P u b l i c  R e l a t i o n s

豊かな自然 歴史と文化に彩られた 果樹園交流のまち 甲州市
N o .17 3

春を彩るひな飾りと優美な琴の音色
～甲州市えんざん桃源郷ひな飾りと桃の花まつりが開幕～
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「
フ
ル
ー
ツ
王
国
」

　
　
「
ワ
イ
ン
」・「
ぶ
ど
う
の
丘
」

　

農
業
の
振
興
は
、
本
市
の
発
展
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
が
、
担
い
手

不
足
な
ど
、
取
り
巻
く
環
境
は
多
く
の
課

題
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
す
。
策
定
間
近

な
「
甲
州
市
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
基
に

各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ワ
イ

ン
に
つ
い
て
は
、
甲
州
ブ
ラ
ン
ド
伝
統
産

地
の
確
立
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
本
市
の
宝
で
あ
る
「
勝
沼
ぶ
ど
う
の

丘
」
を
市
直
営
の
施
設
と
し
て
、
観
光
協

会
、
商
工
会
等
と
連
携
す
る
な
か
で
、
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
等
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
魅
力

あ
る
施
設
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

さ
ら
な
る
自
然
と

　
　

歴
史
遺
産
の
整
備
・
Ｐ
Ｒ

　

日
本
百
名
山
の
一
つ
で
あ
る
大
菩
薩
嶺

な
ど
が
連
な
る
山
々
の
自
然
、「
武
田
家
」

に
ま
つ
わ
る
名
所
旧
跡
、
ブ
ド
ウ
栽
培
や

ワ
イ
ン
産
業
の
歴
史
を
物
語
る
近
代
産
業

遺
産
と
い
っ
た
地
域
資
源
は
、
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
、
日
本
農
業
遺
産
、
日
本
遺

産
な
ど
、
様
々
な
称
号
が
与
え
ら
れ
、
そ

の
価
値
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
エ
リ
ア
で
捉
え
た
環
境
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
甲
州
市
政
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
重
責
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

強
い
使
命
感
を
も
っ
て
直
面
す
る
諸
課
題
に
当
た
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

私
が
描
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
合
言
葉
は
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
（
ワ
ン
チ
ー
ム
）」

で
す
。

　
「
子
供
た
ち
が
元
気
に
遊
び
、
そ
し
て
学
ぶ
。
若
者
た
ち
が
明
る
く
、
未
来
を
語

り
合
う
。
お
年
寄
り
が
優
し
い
笑
顔
で
幸
福
を
感
じ
る
。」
と
い
う
、
こ
の
先
も
続

く
未
来
予
想
図
は
、
甲
州
市
に
関
わ
る
、
す
べ
て
の
皆
様
が
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
に

な
る
こ
と
で
、
５
年
後
、
10
年
後
の
「
未
来
の
実
現
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

甲
州
市
政
の
更
な
る
推
進
の
た
め
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
な
お
一
層
の
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
ご
あ
い
さ
つ

市
政
発
展
の
合
言
葉

　
市
民
み
ん
な
で

　
　
Ｏ
Ｎ
Ｅ 
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

甲州市長
鈴木　幹夫
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教
育
・
地
域
医
療

　
　

・
社
会
福
祉

　

子
育
て
、
健
康
、
障
害
者
福
祉
は
、
市

民
生
活
の
最
重
要
項
目
で
あ
り
、
全
国
の

自
治
体
に
お
い
て
も
解
決
策
を
模
索
し
て

い
ま
す
。
地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
策
定

し
た
「
地
域
医
療
体
制
基
本
計
画
」
に
よ

り
、
本
市
の
地
域
医
療
全
体
の
状
況
を
見

極
め
る
な
か
で
、
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

小
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
児
童

生
徒
、
保
護
者
、
地
域
の
声
を
し
っ
か
り

聴
く
な
か
で
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

新
県
政
と
共
同
歩
調
で

　
　

活
性
化
に
挑
戦

　

県
の
「
山
梨
県
総
合
計
画
」
に
触
れ
ら

れ
て
い
る
課
題
は
、
本
市
の
課
題
で
も
あ

り
ま
す
。
市
の
第
２
次
総
合
計
画
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、
各
種
施
策
を
実
行
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
国
が
進
め
る
経
済
発
展

と
社
会
的
課
題
の
解
決
を
両
立
す
る
社

会
「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
」
の
実
現
の
た

め
、
未
来
の
扉
を
開
く
い
き
い
き
甲
州
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ヴ
ェ
ス
タ
甲
州
」
を
提
唱

し
て
い
き
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
と

　
　

人
口
減
少
対
策

　

人
口
を
増
や
す
と
い
う
考
え
よ
り
も
、

現
状
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
地
域
の
活

力
を
保
持
し
て
い
く
の
か
が
課
題
で
す
。

な
か
で
も
、
少
子
化
へ
の
取
り
組
み
は
、

地
域
社
会
の
安
定
と
安
全
を
図
る
う
え
で

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
妊

娠
か
ら
出
産
、
育
児
に
い
た
る
切
れ
目
の

な
い
支
援
体
制
の
構
築
と
環
境
の
確
保
と

と
も
に
、
次
世
代
を
担
う
子
育
て
世
代
の

負
担
軽
減
に
向
け
た
方
策
の
検
討
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

防
災
・
都
市
基
盤

　
　

の
整
備
強
化

　

昨
今
の
自
然
災
害
等
に
鑑
み
て
、
防
災

に
特
化
し
た
組
織
の
再
編
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
を
基
本
と

し
て
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
図
る
な

か
で
、
共
に
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
、
避
難
所
の
充
実
や
避
難
道
路
網
の

確
保
、
消
防
及
び
医
療
体
制
な
ど
、
防
災

力
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

甲州市議会議員
山梨県議会議員

補欠選挙 結果報告
　２月９日に投開票が行われた甲州
市議会補欠選挙は、矢崎友規氏が、
山梨県議会補欠選挙甲州市選挙区は、
桐原正仁氏が当選されました。

山
梨
県
議
会
議
員

桐
原
正
仁 

氏

甲
州
市
議
会
議
員

矢
崎
友
規 

氏

山梨県は、豊かな自然をはじめとする貴重な地域資源
を有しています。そして峡東地域には、世界に誇れる
果樹があります。これを最大限に活用して人々が集う
場所をつくり、地域を活性化させることで、「いきい
き甲州プロジェクト」の実現を目指します。

ヴェスタ甲州
VESTA…ローマ神の「かまど」の神です
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花の見頃をご紹介します♪
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
玉宮ざぜん草公園「ザゼン草」

＊玉宮ざぜん草公園 ザゼン草 ～３月下旬

＊慈雲寺 イトザクラ ４月上旬

＊甚六桜公園 ソメイヨシノ（甚六桜） ４月上旬

＊えんざん桃源郷 桃の花 ４月上旬～中旬

＊雲峰寺 エドヒガンザクラ（峰のサクラ） ４月中旬

ひな飾りと
　桃の花まつり

４月１８日（土）まで開催！

第１８回甲州市えんざん桃源郷

甘草屋敷

重
要
文
化
財

旧
高
野
家
住
宅
「
甘
草
屋
敷
」

■
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
期
間
中
無
休

■
入
館
料

　
大
人　
３
１
０
円

　
小
人　
２
０
０
円

※
20
名
以
上
の
団
体
割
引
あ
り

問
甘
草
屋
敷　
☎
33
‐
５
９
１
０

恵
林
寺

「
武
田
信
玄
公
宝
物
館
」

■
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
４
月
を
除
き
木
曜
日
定
休

■
入
館
料

　
大
人　
５
０
０
円

　
小
人　
１
０
０
円

※
20
名
以
上
の
団
体
割
引
あ
り

問
武
田
信
玄
公
宝
物
館

　
☎
33
‐
４
５
６
０

近
代
産
業
遺
産

「
宮
光
園
」

■
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
火
曜
日
定
休

■
入
館
料

　
20
歳
以
上　
２
０
０
円

　
20
歳
未
満　
１
０
０
円

※
20
名
以
上
の
団
体
割
引
あ
り

　
問
宮
光
園　
☎
44
‐
０
４
４
４

　

甲
州
市
え
ん
ざ
ん
桃
源
郷
ひ
な
飾
り
と
桃
の
花
ま
つ
り
を
市
内
12

会
場
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

メ
イ
ン
会
場
の
甘
草
屋
敷
で
は
、
江
戸
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
各

時
代
の
ひ
な
人
形
と
、
甲
州
市
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
つ
る
し
飾
り
な
ど

約
４
，
０
０
０
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
は
サ
ク
ラ
や
桃
、
ス
モ
モ
な
ど
の
花
で
一
面
が
彩
ら
れ
、

桃
源
郷
の
風
景
は
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

※天候により前後します
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◆つるし飾りづくり無料体験教室◆
　３月の毎週土曜日、午前１０時
から正午の間、甘草屋敷で開催し
ます。
　今年は、干支の「ねずみ」のつ
るし飾りを作ることができます。
（各日、先着３０名）ぜひ、ご参
加ください。

えんざんつるし飾りの特徴
　一般的なつるし飾りは布で作ら
れていますが、えんざんのつるし
飾りは、和紙で一つひとつ手作り
で作っています。

武田信玄公宝物館

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
慈雲寺「イトザクラ」甚六桜公園「ソメイヨシノ」えんざん桃源郷「桃の花」

宮光園

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

協
賛
展
示
会
場

＊
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
「
信
玄
館
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
33
‐
３
５
５
５

＊
ハ
ー
ブ
庭
園
旅
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
44
‐
３
７
１
５

＊
大
菩
薩
の
湯　
　
　
☎
32
‐
４
１
２
６

＊
道
の
駅
「
甲
斐
大
和
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
48
‐
２
５
７
１

＊
Ｊ
Ｒ
東
日
本
「
塩
山
駅
」

＊
Ｊ
Ｒ
東
日
本
「
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
」

＊
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘　
☎
44
‐
２
１
１
１

＊
旧
田
中
銀
行
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
44
‐
３
７
５
５

＊
市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
ロ
ビ
ー

※
事
前
に
各
施
設
の
開
館
状
況
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
ご
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

ひ
な
飾
り
春
の
宴
コ
ン
サ
ー
ト

【
申
込
不
要
・
無
料
】

■
日
時　
３
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
５
時
～　
　
　
開
場

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
～　
開
演

■
会
場　
旧
高
野
家
住
宅
「
甘
草
屋
敷
」

■
出
演　
生
田
流
箏
曲
部
、
若
林
秀
和 

氏

■
内
容　
ひ
な
飾
り
の
華
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

生
田
流
箏
曲
部
が
奏
で
る
琴
の
優
し

い
響
き
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
回
は
、

童
謡
歌
手
・
若
林
秀
和
氏
を
お
迎
え

し
ま
す
。

問
文
化
財
課　
文
化
財
保
護
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
６

問
観
光
商
工
課　
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
代
）

Information
＊ある～くこうしゅう　春のスタンプラリー
　「春のお花見パノラマコース」
　３月２３日（月）～４月１８日（土）
＊甘草屋敷特産品販売所　☎３３‐５９１７
　期間中は、特産品の販売をします。枯露柿の柚子
巻きや甘酒がおすすめです。
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３
月
中
旬
か
ら
下
旬

簡
易
書
留
郵
便
で
！

国
民
健
康
保
険
　

被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す

☆
新
し
い
被
保
険
者
証
を

　
郵
送
し
ま
す

　
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
、
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

そ
の
た
め
、
３
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

て
、
４
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い

被
保
険
者
証
を
世
帯
主
様
あ
て
に
簡
易
書

留
郵
便
で
郵
送
し
ま
す
。

　
大
切
に
保
管
し
、
医
療
機
関
に
か
か
る

と
き
は
必
ず
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

※
被
保
険
者
証
の
ケ
ー
ス
は
同
封
し
ま
せ

ん
。新
し
い
ケ
ー
ス
が
必
要
な
場
合
は
、

戸
籍
住
民
課
ま
た
は
勝
沼
支
所
、
大
和

支
所
の
窓
口
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
短
期
被
保
険
者
証
と

　
資
格
証
明
書
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
世
帯

は
、
被
保
険
者
証
の
代
わ
り
に
短
期
被
保

険
者
証（
※
１
）ま
た
は
資
格
証
明
書（
※

２
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
１
…
有
効
期
限
が
１
ヵ
月
や
３
ヵ
月
に

区
切
ら
れ
た
被
保
険
者
証
で
す
。

※
２
…
被
保
険
者
証
の
代
わ
り
に
交
付
さ

れ
ま
す
。
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き

は
医
療
費
を
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
国
民
健
康
保
険

負
担
分
（
保
険
給
付
分
）
は
支
給
申
請

に
よ
り
、後
日
払
い
戻
し
に
な
り
ま
す
。

☆
就
学
の
た
め

　
転
出
す
る
と
き
は

　
甲
州
市
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

を
お
持
ち
の
方
が
、
大
学
な
ど
に
就
学
す

る
た
め
市
外
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る
場

合
、
届
出
に
よ
り
引
き
続
き
甲
州
市
の
国

保
の
被
保
険
者
証
を
使
用
で
き
ま
す
。

■
手
続
き
の
際
に
必
要
な
も
の

　
在
学
証
明
書
（
令
和
２
年
４
月
１
日
以

降
に
発
布
し
た
も
の
）、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
本
人
お
よ
び
世
帯

主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー

ド
と
身
分
証
明
書
も
可
）

☆
お
手
元
に
被
保
険
者
証
が

　
届
か
な
い
と
き
は

　
簡
易
書
留
に
よ
る
郵
送
の
た
め
、
不
在

な
ど
に
よ
り
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
簡
易
書
留
の「
不
在
連
絡
票
」

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
郵
便
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
４
月
１
日
を
過
ぎ
て
も
お
手
元

に
被
保
険
者
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お

手
数
で
す
が
戸
籍
住
民
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
お
持
ち
の
古
い

　
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　

新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
き
ま
し
た

ら
、現
在
お
持
ち
の
古
い
被
保
険
者
証
は
、

４
月
１
日
以
降
に
裁
断
す
る
な
ど
し
て
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が

　
変
更
に
な
り
ま
す

　
令
和
３
年
８
月
１
日
か
ら
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
と
70
歳
以
上
75
歳
未
満

の
方
に
交
付
さ
れ
る
高
齢
受
給
者
証
が
一

体
化
（
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
）
に
な
り
ま
す
。

　
一
体
化
に
伴
い
、
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
が
現
行
の
３
月
31
日
か
ら
７
月
31
日

に
変
更
さ
れ
ま
す
。
今
回
送
付
し
ま
す
令

和
２
年
４
月
か
ら
の
被
保
険
者
証
は
、
有

効
期
限
の
調
整
を
行
う
た
め
、
令
和
３
年

７
月
31
日
ま
で
の
１
年
４
ヵ
月
使
用
で
き

ま
す
。

　
な
お
、
75
歳
以
上
の
誕
生
日
を
迎
え
る

方
は
、
誕
生
日
前
日
が
有
効
期
限
と
な
り

ま
す
。

問
甲
州
市
役
所　
☎
32
‐
２
１
１
１（
代
）

◎
被
保
険
者
証
に
関
す
る
こ
と

　
戸
籍
住
民
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
（
内
１
０
２
１
～
１
０
２
３
）

◎
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
に
関
す
る
こ
と

　
収
納
課　
収
納
担
当

　
（
内
１
３
６
１・１
３
６
２
）

◎
国
民
健
康
保
険
税
の
算
出
に
関
す
る
こ
と

　
税
務
課　
市
民
税
担
当

　
（
内
１
４
１
１
～
１
４
１
３
）

オレンジ色の被保険者証を
お送りします　　　
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令和２年度から国民健康保険税の算定方式と税率が変わります
　国民健康保険は、病気やけがをされたとき、安心して医療を受けることができるよう、加入者の皆さ
まに納めていただく保険税などで運営しています。
　今回の改正では、平成３０年度から県が国保の運営主体となり、算定方式を県内統一とする方針であ
ることから、国保制度改革に対応するため資産割を廃止し、算定方式を４方式（所得割・資産割・均等割・
平等割）から、３方式（所得割・均等割・平等割）へ変更します。

■ 資産割廃止の主な理由
　① 国保制度改革に対応するため、算定方式（課税水準）を県内統一の３方式とする方針である。
　② 資産割は、固定資産税に応じて課税されるため、二重課税との捉え方が強い。
　③ 資産割は、所得のない方や年金所得だけの方にも課税され、低所得者層の負担となっている。
　④ 市外に所有する固定資産は、資産割の算定対象ではないため、被保険者に不公平感が生じる。
　⑤ 他の保険制度（被用者、後期高齢者医療、介護保険）には資産割がない。

■ 資産割廃止による不足分を他の税率に振り替えます。
　資産割の廃止に伴う国保税の不足分については、令和２年度に予想される範囲内で後期高齢者支援分
および介護保険分の所得割に振り替えます。
　税率を改正しますので、所得や加入者数などに変更がなくても税額が増減することがありますが、ご
理解をお願いいたします。

■ 改正前・改正後の国保税率表
区　分 医療保険分 ※１ 後期高齢者支援分 ※２ 介護保険分 ※３

年　度 令和元年度 令和 2 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和元年度 令和 2 年度

所得割 7.48% 7.48% 0.60% 1.85% 1.10% 1.58%

資産割 25.00% 廃止 4.50% 廃止 7.40% 廃止

均等割 26,000 円 26,000 円 8,000 円 8,000 円 7,300 円 7,300 円

平等割 27,500 円 27,500 円 8,000 円 8,000 円 4,500 円 4,500 円

※ 1　被保険者の医療費などに充てられる費用分。すべての被保険者が対象。
※ 2　後期高齢者医療制度の被保険者の医療給付費支援分。すべての被保険者が対象。
※ 3　介護保険の第２号被保険者としての保険料（税）分。４０歳以上６５歳未満の被保険者が対象。

問戸籍住民課　国保・年金担当　☎３２ ‐ ２１１１（内１０２１～１０２３）

令和２年度から

３
方
式

所得割 加入者の所得に応じ
て算出

均等割 加入者一人につき定
額

平等割 一世帯につき定額

４
方
式

所得割 加入者の所得に応じ
て算出

資産割 固定資産税額に応じ
て算出

均等割 加入者一人につき定
額

平等割 一世帯につき定額
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こんなに 便利 !! マイナンバーカードをつくりませんか？
コンビニで 土・日・祝日も 住民票・印鑑証明書が取得できます !

■対象のコンビニ：
　全国のセブンイレブン、ファミリーマート、ローソン
■ご利用可能時間：
　午前６時３０分～午後１１時
　（１２月２９日～１月３日を除く）
■発行手数料：
　２００円（※市役所窓口よりも１００円安くなります）

e-Tax や マイナポータルから 行政手続きがオンラインで行えます !
スマートフォンや自宅のパソコンで、e-TAX（パソコンで確定申告）やマイナポータルから行政手続きが行えます。

【マイナポータルを使って行える行政申請（例）】
●児童手当の手続き　●保育所等の利用申込　●妊娠の届出　など、計１６手続き

【カードで e-TAX などを利用する際に必要なもの】
●マイナンバーカード（電子証明書付）　●インターネットに接続されたパソコン
●ＩＣカードリーダライタまたはスマートフォン
※ e-TAX での事前登録が不要になり、さらに簡単に手続きが行えるようになりました。

住民基本台帳カードをお持ちの方へ
有効期限前の切替がおすすめです !
住民基本台帳カードは有効期限までしか使用できません。（更
新はできません）
証明書取得やカードを使ってｅ－Ｔ ax などを利用したい場
合は、マイナンバーカードへの切替が必要です。

マイナンバーカードの交付申請は
　　　　　　　スマートフォン・パソコン・郵送で簡単にできます。

カードの
有効期限

マイナンバーカード総合サイト

【申請】通知カードについている交付申請書で
　スマートフォン … 申請書の QR コードから
　パソコン …「マイナンバーカード
　　　　　　  　総合サイト」から
　郵　送 … 申請書をポストへ投函 または
　　　　　  　　市役所窓口へお持ちください
※写真は窓口で撮影できます。
※お手元に申請書がない場合は戸籍住民課で再発行ができます。

【受け取り時の持ち物】
　□ 交付通知書（はがき）
　□ 通知カード
　□ 本人確認書類 2 点
　　（運転免許証 / 保険証等）
　□ 住民基本台帳カード
　　（お持ちの方のみ）
※受け取りは、ご本人にお越しいただく必要があります。
（代理の方の受け取りには厳しい要件があります。）　

問戸籍住民課　住民記録・戸籍担当　☎３２ ‐ ５０６１

初回の発行手数料は無料です。なお、申請から受け取りまで１ヵ
月程度かかりますので、お時間に余裕をもって申請してください。



　増え続ける腎臓病を防ぐため、毎年３月の第２木曜日が世界腎臓デーと定めら
れています。（２０２０年は３月１２日）

◆ＣＫＤをご存じですか？
　慢性腎臓病のことでChronic（慢性）Kidney（腎臓）Disease（病）を略してCKDと呼んでいます。
　日本人の８人に１人がCKD患者で、慢性腎不全は心筋梗塞、脳卒中などのリスクを高め、国民病と
呼ばれる糖尿病の推計患者数と比べても多く、新たな国民病と言われています。

◆生活習慣が腎機能の低下に大きく影響します
　腎臓の血管は、血液をきれいな状態に保つ、い
わば“ろ過装置”のような働きをしています。と
ても細かい血管であるため、さまざまな原因で痛
みやすくもなっています。
　腎機能が低下すると、この“ろ過装置”が働か
なくなります。痛める原因となるのは高血圧や高
血糖などの生活習慣病やメタボリックシンドロー
ムなどであることがわかってきました。

◆腎臓を守る生活習慣

◆定期健診で腎機能をチェックしよう！
　初期の腎機能低下には自覚症状はなく、気付きにくいのが特徴です。むくみ、頭
痛、だるさなどの症状が表れたときにはかなり悪化しており治療も困難なため、健
診による早期発見が欠かせません。
　健診では腎機能の検査として、尿たんぱくや血液中のクレアチニン濃度（値）、
eGFR を測定します。すでにCKDで病院を受診中の方は、治療や経過観察を中断
しないようにしましょう。
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世界腎臓デー ～あなたの大切な腎臓を守りましょう～

いきいきライフ通信

３月は世界腎臓デーです

令和元年１２月の医療費
医療費全体	 ２億６，５１０万円	（前年同月比	 ＋９５２万円）
１人当たり医療費	 ３０，１４２円	（前年同月比	 △２７０円）

［国保連　診療報酬請求額基準］

問健康増進課　保健事業担当
　☎３４ ‐ ５４３６

◎運動不足の解消

こまめに動くことで血
糖値や血圧を改善し、
腎臓の働きが悪くなる
のを抑えてくれます。

◎不規則な生活を避ける

無理な残業や過重労働など
の不規則な生活を避け、睡
眠を十分取りましょう。ス
トレスも大敵です。

◎栄養の偏りを見直し、
　お酒は
　適正量

食べ過ぎや過度の飲酒は生
活習慣病の原因となります。
３食バランスよく食べ、お
酒は適正量にしましょう。

◎禁煙をする

喫煙は動脈硬化を進め
たり、腎臓への血流量
を落とします。禁煙を
おすすめします。

CKD の主な原因

CKD
（慢性腎臓病）

加齢
高血圧症

糖尿病

脂質異常症
肥満・メタボリッ
クシンドローム

慢性糸球体腎炎
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ひとり親家庭で小中学校へ入学・進学
される児童がいるご家庭の皆様へ
４月に小中学校へ入進学される児童がいるひとり親
家庭に、市から祝金として児童一人につき１万円を
支給します。
◦次のすべての要件に該当する方は、子育て支援課へ
申請書を提出してください。
①市内在住の方。
②令和２年４月に山梨県内の小中学校（特別支援学校
を含む）へ入進学される児童を育て、生計を一にす
るひとり親家庭の親であること。（父母のない児童
の養育者を含む）
※ただし、児童福祉施設（母子生活支援施設を含む）
に入所中の児童や里親に委託中の児童は除く。
③生活保護の受給世帯でないこと。
④平成３１年度（平成３０年分）所得税が非課税の方。
※ただし、課税されていても年少扶養親族に対する扶
養控除の廃止および１６歳以上１９歳未満の方に対
する扶養控除の上乗せ部分の廃止がないものとして
計算した場合に、所得税が非課税となる世帯は含む。
・公的年金を受給されている方で、児童扶養手当を受
給できない方でも、対象となる場合があります。詳
細はお問い合わせください。
・申請後に前記要件を満たさなくなった場合や住所、
氏名に変更があった場合は、速やかに「変更・辞退
届」を提出してください。
◦申請締切日　４月１０日（金）
◦提出書類
・ひとり親家庭小中学校入進学祝金支給申請書
・申請者と対象児童のひとり親家庭医療費助成金受給
資格者証の写し
※受給資格者証をお持ちでない方は、児童扶養手当証
書または申請者および入進学児童を含む戸籍謄本を
添付してください。
※申請書は子育て支援課窓口に設置しています。
問子育て支援課　児童福祉担当　☎３２‐５０８１

児童センター・イベント【無料】
○塩山南児童センター
リトミック（２歳児対象）
　音や音楽を聴いて、見て、触れて、感じてみよう！
３月１１日（水）　　 午前１１時～
２歳児と保護者　　 水分補給ができるもの

問塩山南児童センター　☎３３‐７９００
○塩山北児童センター
リトミック（１・２歳児対象）
　音や音楽を聴いて、見て、触れて、感じてみよう！
３月１４日（土）　　 午前１１時～
１・２歳児と保護者　　 水分補給ができるもの

問塩山北児童センター　☎３３‐７８００
○東雲ふれあい親子館
リトミック（１歳児対象）
　音や音楽を聴いて、見て、触れて、感じてみよう！
３月１８日（水）　　 午前１１時～
１歳児と保護者　　 水分補給ができるもの

問東雲ふれあい親子館　☎４４‐３７２３

放課後児童クラブ
支援員および補助員の募集
◦勤務要件　保育に関して興味がある方
※支援員については、山梨県が実施している研修に参
加していただける方
◦就労場所　塩山・勝沼地域の各児童クラブ
◦勤務時間
　【平日】正午～午後７時のうち６時間
　【土曜日・長期休業中等】午前８時～午後７時のう
ち８時間（勤務時間は各児童クラブにより異なる場
合があります）
◦休　日
　日曜日・祝日・年末年始（土曜日勤務のない児童ク
ラブもあります）
◦その他
　時給制、社会保険加入、有給休暇（詳細はお問い合
わせください）
問子育て支援課　児童福祉担当　☎３２‐５０８１

koshu chi ld smi le 子育て応援情報

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象
：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

東雲保育所・大和保育所 年長児が
卒園証書を手すきで制作
　２月７日、卒園を控えた東雲保育所と大和保育所の年
長児が手すき和紙の卒園証書作りに取り組みました。
　手すき紙製品を作る施設を運営するＮＴＴクラルティ
の担当者を講師に招き、園児たちは原料となる紙パック
を手でちぎったり、紙を水の中からすくい上げたりして、
一枚一枚丁寧に証書を完成させていきました。

Ｔ

Ｏ

Ｐ

Ｉ

Ｃ

Ｓ
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妊娠中や出産後の「こころの不調」をご存じですか
　妊娠中や出産後は気分が沈んだり、憂鬱、不安になることがあります。
　これは女性ホルモンの変化や妊娠、出産による生活の変化などが原因で、大きなストレスによって起
こります。本人は気づかないこともあるので、周囲の方の声かけやサポートが大切です。

●マタニティブルー・・・・・産後２～３日後から起こります。涙もろくなったり、不安やイライラするなど、
ホルモンの急激な変化による反応です。お母さんの４人に１人がなると言われていますが、ほとんど
は短期間で自然に良くなります。
●産後うつ・・・・・マタニティブルーのような症状が２週間以上続いたり、産後３～４週以降から起こっ
てくる「こころの不調」は産後うつの可能性があり、お母さんの１０人に１人がなると言われています。

・赤ちゃんをしっかり育てられるだろうかという不安	
・育児や家事を一人で背負い込み、いろいろなことが気になる焦燥感
・食欲低下、頭痛、倦怠感などの体の不調
・赤ちゃんに無関心になるなど

　妊娠中や産後のこころの不調は、早くに気づいて対処することが大切です。心当たりがあるときは、
まず、地区担当保健師に相談しましょう。また、産前産後ケアセンター（ママの里）では心理士による「妊
産婦こころの相談」も行っており、市の保健師から紹介できます。お気軽にご相談下さい。

問健康増進課　健康づくり担当　☎３３‐７８１２・７８１３

koshu chi ld smi le 子育て応援情報

甲州市版　想いのノートを改訂しました
　甲州市では、「認知症になっても安心して住み続けることができる
まちを目指し、さまざまな取り組みを行っています。
　その中で、“人生の最期まで自分で決定できる環境づくり”が課題
の一つに上がっています。
　昨年、「甲州市版　想いのノート」を作成しました。ご自身で自分
の意思を伝えられない状況になったときに、前もって「想いのノート」
に記載していたため、本人の意思を尊重した支援を行うことができ
たという事例もありました。
　今年度、さらに書きやすく、多くの方に活用していただけること
を目的に内容の改訂を行ってきました。改訂にあたり、地域の民生
委員をはじめ、医療関係者等、高齢者の暮らしを支えるための体制
づくりに携わってくださっている皆さんからご意見をいただき完成
しました。
　「今」と「これから」を大切に、いつまでも主体的に自分らしく暮らすため、「こうありたい」と
いう想いを、家族や大切な人、その他支援をしてくださっている方と共有し、かたちにしながら、
その想いが実現できるよう、一人でも多くの方にご活用いただけたらと思います。
　ご希望の方は介護支援課までご連絡ください。記入にあたっては、「記入用手引き」を一緒に配
布しています。この機会に、これからを自分らしく過ごすため、「想いのノート」をご活用ください。

問甲州市地域包括支援センター　☎３２ ‐ ５６００

マタニティブルーと産後うつの違い

産後うつの症状
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多くの市民が参加
社会福祉大会・老人福祉大会
　１月３１日、甲州市社会福祉協議会と甲州市老人
クラブ連合会は、令和元年度甲州市社会福祉大会・
老人福祉大会を開催しました。
　第１部では社会福祉活動に貢献された方々に表彰
状などが贈呈され、受賞者を代表して田中かず子さ
ん（上萩原）が「今後も地域福祉の発展に努めてい
きたい」と謝辞を述べました。第２部では五緒川津
平太氏の講演が行われました。

恒久平和を願う
甲州市戦没者慰霊祭
　２月５日、先の大戦で亡くなられた方々を追悼し、
平和を祈念する甲州市戦没者慰霊祭を開催しました。
　市内のご遺族や関係者が参列し、黙とうや献花を
行い、戦没者１, ４０５柱の御霊の冥福を祈りました。
　また、若者を代表し、佐藤歩武さん（大和中３年）
が「戦争による悲劇を二度と起こさないために、私
たちに出来ることは戦争反対の声を絶やさないこと
です」と訴えました。

文化財防火デー
玉諸神社で消防演習
　１月２６日、文化財防火デーの一環として、玉諸
神社（玉宮地区）でその他火災を想定した消防演習
を実施しました。（建物・林野・車両以外の火災）
　演習には、塩山消防署や甲州市消防団玉宮分団、
地域住民など約７０名が参加。初期消火訓練や消防
署と消防団が連携した一斉放水が行われました。
　訓練を通じて、防火・防犯と文化財愛護の意識高
揚が図られました。

教育講演会「お弁当の日」が
健やかな子どもを育てる
　１月２２日、甲州市教育委員会等は、子どもがつ
くる「お弁当の日」提唱者の竹下和男氏を講師に招
き、教育講演会を開催しました。
　「『お弁当の日』が健やかな子どもを育てる」をテー
マに、香川県内の小学校校長在職時に実践した児童
が自分のお弁当を用意する日を設ける取り組みを紹
介。弁当作りを通じ「自主性や家族への感謝、他人
への思いやりの気持ちが育まれる」と解説しました。



広報こうしゅう13

パラリンピアン上原氏が
神金小学校で講演
　２月１３日、神金小学校で、冬季パラリンピック・
パラアイスホッケー３回出場の上原大祐氏を講師に
招き、教育講演会が行われました。
　障害をもった方への理解を深めるとともに、世界
的なアスリートである上原氏の生き方や考え方に触
れた児童たちは、「挑戦し続けることの大切さや夢
を叶える楽しさを学びました」「パラリンピック競
技に興味を持ちました」と話していました。

世代を超えてともに学ぶ
生涯学習推進大会
　２月１５日、甲州市生涯学習市民協議会は、市民
文化会館で生涯学習推進大会を開催しました。
　子どもたちの意見発表では、雨宮紗良さん（奥野
田小６年）と田口幸斗さん（松里中２年）が登壇。
　雨宮さんは「海洋プラスチックごみ問題」につい
て課題提起し、分別やリサイクルなど自分たちが今
できる取り組みを紹介しました。田口さんは「晩秋
の風物詩・ころ柿」について発表し、ころ柿作りの
伝統を受け継ぎ、松里地区の誇りとして次世代にも
伝えていきたいと述べました。

　今年で１３回目となる童謡フェスティバルでは、
地区公民館と自治公民館から１４組が参加し、日頃
の公民館活動の一環である合唱を披露。各公民館の
練習を重ねた心のこもった歌声が会場いっぱいに響
きわたると、会場は大いに盛り上がりました。また、
甲州市在住でやまなし大使の若林秀和さんの童謡コ
ンサートも行われました。参加した約７００名の皆
さんは世代を超えた交流に生涯学習の意欲を高める
とともに、地域や家庭での絆を深めました。

環境美化優良校に
塩山北中学校
　塩山北中学校が、環境美化教育優良校等表彰事業
（食品容器環境委美化協会主催）の優良校・協会会
長賞を受賞しました。今回の表彰は、毎年生徒が主
体となって地域のごみ拾いから有価物回収を行い、
環境理解から地域とのつながりが強くできているこ
とが評価されたものです。生徒会長の荻原紹久さん
は「生徒の活動だけでなく地域の方の温かさがある
からこそいただけた賞です」と話していました。
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　　イベント　　講座・募集　　介護・福祉　　健康　　保険・税　　お知らせ　　

く

ら
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情

報

引
っ
越
し
等
の
際
は

届
出
が
必
要
で
す

進
学
や
就
職
な
ど
で
引
っ
越
し
が
多
い

３
月
か
ら
４
月
は
、
窓
口
が
大
変
混
雑

し
ま
す
。

　
関
係
窓
口
で
の
手
続
き
も
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
の
確
認
お
よ
び
時
間
に
余
裕

を
持
っ
て
の
来
庁
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
転
出

　
引
っ
越
し
前
に
届
出
が
で
き
ま
す
。（
郵

送
受
付
可
）

　
届
出
の
際
に
「
転
出
証
明
書
」
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
異
動
先
の
市
区
町
村
で

転
入
届
に
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◦
転
入
・
転
居

　
住
み
始
め
て
か
ら
14
日
以
内
に
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

◦
受
付
窓
口

・
市
役
所
本
庁
舎　
戸
籍
住
民
課

・
市
役
所
勝
沼
支
所
・
大
和
支
所

◦
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

◦
届
出
の
際
に
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）

・
印
鑑
、
年
金
手
帳

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
等
の
市
か

ら
発
行
さ
れ
た
各
種
証
書
類

・
転
出
証
明
書
（
転
入
の
場
合
）

※
本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
以
外
の
方
が
手

続
き
す
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で

す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
転
入
・

転
出
の
手
続
き
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
な
り
す
ま
し
に
よ
る
住
所
変
更
を
防
止

す
る
た
め
、
窓
口
で
の
本
人
確
認
書
類

提
示
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問
戸
籍
住
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
１

ご
み
の
野
焼
き
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

ご
み
の
野
焼
き
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
一

部
の
例
外
を
除
き
原
則
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

◦
例
外

・
果
樹
園
か
ら
発
生
す
る
剪
定
枝
の
焼
却

・
災
害
復
旧
対
応
の
た
め
の
焼
却
な
ど

◦
野
焼
き
を
行
う
場
合
の
留
意
事
項

・
着
火
し
た
ま
ま
現
場
を
離
れ
な
い
。

・
大
量
の
煙
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
速
や
か
に
消
火
で
き
る
よ
う
、
水
バ
ケ

ツ
、
消
火
器
等
を
用
意
す
る
。

・
風
の
強
い
日
や
風
向
き
に
よ
っ
て
影
響

が
あ
る
場
合
は
、
中
止
す
る
な
ど
、
近

隣
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

問
環
境
政
策
課　
環
境
政
策
担
当

　
☎
33
‐
４
４
０
４

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の

お
知
ら
せ

◎
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

４
月
１
日
か
ら
、
令
和
２
年
度
固
定
資

産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◦
縦
覧
制
度
と
は

　
自
己
の
固
定
資
産
の
評
価
額
が
適
正
で

あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、

他
の
類
似
の
固
定
資
産
の
評
価
額
と
比

較
が
で
き
る
制
度
で
す
。

◦
縦
覧
で
き
る
方

　
甲
州
市
内
に
所
在
す
る
固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
（
相
続
人
を
含
む
）
と
そ

の
同
居
家
族
お
よ
び
納
税
管
理
人
な
ら

び
に
委
任
状
の
あ
る
代
理
人
の
方

◦
縦
覧
の
際
に
必
要
な
も
の

　
本
人
確
認
書
類
（
納
税
通
知
書
、
運
転

免
許
証
等
）、
印
鑑

※
相
続
人
の
方
は
相
続
権
が
わ
か
る
書
類

（
戸
籍
謄
本
等
）、
代
理
人
の
方
は
委
任

状
◦
縦
覧
帳
簿
記
載
内
容

　
土
地
の
地
番
・
地
積
・
価
格
等
、
家
屋

の
所
在
・
家
屋
番
号
・
床
面
積
・
価
格

等
◦
縦
覧
期
間

　
４
月
１
日
（
水
）
～
５
月
29
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
。

◦
縦
覧
場
所

・
市
役
所
本
庁
舎　
税
務
課

・
市
役
所
勝
沼
支
所
・
大
和
支
所

問
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
（
内
１
４
２
２
・
１
４
２
３
）

定住促進住宅「松里住宅」をリニューアルしました
定住促進住宅「松里住宅」を一部改修しました。
内見、入居をご希望の方は、お問い合わせください。

団地名 階層 間取り 家賃

松里住宅 ５階 ２ＬＤＫ ４０，３００円　
※駐車料　３，０５０円／台

※家賃のほか、敷金、自治会費等の費用がかかります。
●定住促進住宅「勝沼住宅」・「赤尾住宅」も随時入居を受け付け
　ています。詳細は甲州市ホームページをご覧ください。
問建設課　住宅・用地管理担当　☎３２ ‐ ５０７１
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

甲
州
市
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
（
案
）
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

◦
閲
覧
場
所

・
甲
州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
市
役
所
本
庁
舎　
環
境
政
策
課

・
市
役
所
勝
沼
支
所
・
大
和
支
所

◦
募
集
期
間

　
３
月
２
日
（
月
）
～
13
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◦
対
象
者

①
市
内
在
住
の
方

②
市
内
に
通
勤
・
通
学
の
方

③
市
内
で
事
業
ま
た
は
活
動
を
行
う
法

人
・
団
体

④
市
に
納
税
義
務
が
あ
る
個
人
・
法
人
・

団
体

⑤
そ
の
他
計
画
に
関
し
具
体
的
な
利
害
関

係
の
あ
る
個
人
・
法
人
・
団
体

◦
提
出
方
法

　
任
意
の
様
式
に
、
氏
名
、
住
所
を
記
入

の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
持

参
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ

い
。（
電
話
や
口
頭
に
よ
る
ご
意
見
は

お
受
け
い
た
し
か
ね
ま
す
）

◦
提
出
先

①
郵
送
宛
先

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１
（
住
所
不
要
）

　
環
境
政
策
課　
廃
棄
物
対
策
担
当

②
Ｆ
Ａ
Ｘ　
32
‐
５
０
７
９

③
メ
ー
ル

　

kankyou@
city.koshu.lg.jp

④
持
参
提
出
先

　
環
境
政
策
課
、
勝
沼
・
大
和
支
所

◦
そ
の
他

・
ご
意
見
等
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
い

た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
た
だ
い
た
ご

意
見
や
原
稿
等
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課　
廃
棄
物
対
策
担
当

　
☎
33
‐
４
４
０
４

甲
州
市
食
生
活
改
善
推
進
員

募
集食

生
活
改
善
推
進
員
は
、
市
が
開
催
す

る
養
成
講
習
を
受
講
し
、
市
長
の
委
嘱

を
受
け
、
地
域
で
食
を
通
じ
た
健
康
づ

く
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
２
１
１
名
の
食
改
さ
ん
が
、
こ
ど

も
料
理
教
室
の
開
催
や
減
塩
の
普
及
啓

発
を
目
的
と
し
た
家
庭
訪
問
に
よ
る
味

噌
汁
の
塩
分
濃
度
測
定
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
毎
年
度
、
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た

方
を
対
象
に
養
成
講
習
を
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
対
象　

・
お
お
む
ね
62
歳
以
下
の
方
（
男
女
は
問

い
ま
せ
ん
）

・
講
習
修
了
後
、
地
域
で
食
生
活
改
善
推

進
活
動
を
実
施
で
き
る
方

◦
令
和
２
年
度
養
成
講
習

・
５
月
～
令
和
３
年
２
月
ま
で
の
平
日
昼

間
（
年
６
回
）

※
受
講
希
望
の
方
は
、
３
月
19
日
（
木
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課　
健
康
づ
く
り
担
当

　
☎
33
‐
７
８
１
２

令
和
２
年
度

交
通
災
害
共
済
加
入
受
付
中

加
入
者
が
交
通
災
害
に
あ
っ
た
場
合

に
、
被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
見
舞
金
が

支
給
さ
れ
る
相
互
救
済
制
度
で
す
。

　

掛
金
は
一
人
に
つ
き
年
間
５
０
０
円

で
、
共
済
期
間
は
４
月
１
日
（
中
途
加

入
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）
か
ら
翌
年

３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
甲
州
市
に
住
所
を
有
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
、
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
　
　
　
　
　
☎
32
‐
５
０
６
８

　
勝
沼
支
所　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所　
☎
48
‐
２
１
１
１

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

令
和
２
年
度　
臨
時
職
員
募
集

◦
募
集
人
数

　
臨
時
職
員
４
名
以
内
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム

会
計
年
度
任
用
職
員
）

◦
勤
務
内
容

　
受
付
等
の
事
務
補
助
、
展
示
等
の
学
芸

員
業
務
補
助
、
敷
地
・
館
内
の
維
持
管

理
業
務
補
助

◦
勤
務
条
件

・
勤
務
日　
週
３
日
以
内
（
土
曜
日
・
日

曜
日
・
祝
日
の
勤
務
あ
り
）

・
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
休
憩
時
間
60
分
）

・
手
当
等　
日
給
６
，
９
５
７
円
～
８
，

６
７
６
円

※
条
件
を
満
た
す
場
合
は
、
通
勤
手
当
、

時
間
外
勤
務
手
当
、
期
末
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

◦
採
用
予
定
期
日

　
４
月
１
日
（
水
）
～
令
和
３
年
３
月
31

日
（
水
）

◦
応
募
方
法

・
提
出
書
類　
履
歴
書

・
応
募
期
間　
３
月
２
日
（
月
）
～
10
日

（
火
）
※
必
着

※
土
曜
日
・
日
曜
日
は
閉
館

◦
選
考
方
法

　
書
類
選
考
の
上
、
該
当
者
に
は
面
接
日

を
連
絡
し
ま
す
。

◦
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
〒
４
０
５
‐
０
０
５
４

　
笛
吹
市
一
宮
町
千
米
寺
７
６
４

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　
人
事
担
当

　
☎
47
‐
３
３
３
３

市 民 税・ 県 民 税 随 時 第 ２ 期
お よ び 国 民 健 康 保 険 税
随 時 第 １ 期 の 納 期 限 に つ い て

３月３１日（火）が納期限です。
※随時期に納付が必要となる方は、年度途中での異動等により、税額が再計算

された方です。
※口座振替の方は、３月３１日（火）に引き落としされますので、前日までに残高を
ご確認ください。（平成３１年度分のみの対応となります）
※納税相談を収納課窓口で随時行っています。

問収納課　収納担当　☎３２ ‐ ５０７４
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無
料
法
律
相
談

３
月
16
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
１
階　
会
議
室

市
内
在
住
の
方

◦
定
員　
６
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
３
月
５
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

３
月
12
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

市
内
在
住
の
方

行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お
悩
み

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

大
和
地
域
行
政
相
談

３
月
19
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

大
和
ふ
る
さ
と
会
館　
２
階

　
研
修
室
３

市
内
在
住
の
方

行
政
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

３
月
25
日
（
水
）

午
前
の
部　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

甲
州
市
役
所　
１
階

　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

年
金
請
求
手
続
き
、
年
金
受
給
者
の
死

亡
に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入
（
納

付
）
記
録
の
確
認
や
年
金
額
の
試
算
等

※
相
談
時
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の
（
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
等
）

お
よ
び
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
代
理
人
の
方
が
お
越
し
の
場
合

は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
方
の
本
人
確

認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
戸
籍
住
民
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
５
１
７
３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

３
月
17
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

　
（
市
役
所
本
庁
舎　
地
下
１
階
）

　
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
（
開
設
日
の
み
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
方
や
依
頼

を
し
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。

　
ま
た
、
開
設
日
に
限
り
電
話
で
の
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

※
毎
月
第
３
火
曜
日
に
開
設
予
定
で
す
。

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

不
動
産
・
空
き
家
無
料
相
談
会

３
月
19
日
（
木
）

午
後
１
時
～
３
時

甲
州
市
民
文
化
会
館　
３
階

　
第
１
研
修
室

不
動
産
や
空
き
家
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
員
は
、
山
梨
県
宅
建
協
会
が
委
嘱

し
た
方
で
す
。

問（
公
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
☎
０
５
５
‐
２
４
３
‐
４
３
０
０

成
年
後
見
・
相
続
等
に

関
す
る
無
料
相
談
会

３
月
20
日
（
金
・
祝
）

午
後
１
時
～
４
時

街
の
駅
や
ま
な
し

成
年
後
見
制
度
、
相
続
、
遺
言
、
土

地
・
建
物
の
名
義
変
更
登
記
な
ど
に
つ

い
て
、
当
法
人
所
属
の
司
法
書
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
40
分
以
内
。

※
書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

◦
共
催　
山
梨
県
司
法
書
士
会

問（
公
社
）成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
山
梨

　
☎
０
５
５
‐
２
５
４
‐
８
０
３
０

Ｇ
Ｐ
Ｓ
捜
査
に
つ
い
て

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

３
月
14
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
45
分

山
梨
学
院
大
学　
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

◦
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
第
１
部　
基
調
講
演

・
講
師　
亀
石
倫
子 

氏
（
大
阪
弁
護
士

会
所
属
）

◎
第
２
部　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
パ
ネ
リ
ス
ト　
鈴
木
優
典 

氏
（
山
梨

学
院
大
学
法
学
部
教
授
）、
高
木
浩
光 

氏（（
一
財
）情
報
法
制
研
究
所
理
事
）、

皆
倉
み
な
み 

氏
（
み
な
み
お
ば
ち
ゃ

ん
）

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
７
２
０
２

※
当
日
は
電
話
が
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

甲州市社会福祉協議会へ
●坂本　浩二 さま（下塩後）

要
予
約

予
約
不
要
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料

要
予
約

申
込
不
要
・
無
料
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オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
、
高
齢
者

を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
が
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
悩
み
や
不
安
を
話
せ
る
場

で
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
認
知
症
を
広
く

正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
専
門
職
も
い
る

た
め
、
介
護
や
認
知
症
に
関
す
る
個
別

相
談
も
で
き
ま
す
。

３
月
12
日
（
木
）

午
前
10
時
～
正
午

恩
賜
林
記
念
館

１
０
０
円
（
飲
み
物
、
お
菓
子
代
）

※
毎
月
第
２
木
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０

も
の
忘
れ
相
談

３
月
27
日
（
金
）

午
後
３
時
～

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
相
談
室

最
近
忘
れ
や
す
く
な
り
心
配
な
方
や
、

も
の
忘
れ
が
出
て
き
た
方
へ
の
対
応
方

法
ま
で
専
門
医
が
お
話
し
を
伺
い
ま

す
。

◦
申
込
方
法

　
３
月
24
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）　

　
☎
32
‐
５
６
０
０

甲
州
市
福
祉
タ
ク
シ
ー

回
数
乗
車
券
の
交
付

障
害
者
の
行
動
範
囲
拡
大
と
社
会
参
加

を
促
進
す
る
た
め
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
回

数
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す
。

市
内
在
住
の
在
宅
の
方
で
、自
動
車
税・

軽
自
動
車
税
の
減
免
な
ら
び
に
山
梨
県

心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
事
業

の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
以
外
で
、
次

の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
を

所
持
し
て
い
る
方

②
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ａ
に
該
当
し

て
い
る
方

③
介
護
慰
労
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方

に
介
護
を
受
け
て
い
る
方
で
、
所
得
税

非
課
税
世
帯
の
方

◦
申
請
受
付　
３
月
23
日
（
月
）
～

◦
申
請
窓
口

・
市
役
所
本
庁
舎　
福
祉
課

・
市
役
所
勝
沼
支
所
・
大
和
支
所

◦
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

・
印
鑑
（
認
印
可
）

※
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
受
付
で
き
ま

せ
ん
。

※
現
在
お
持
ち
の
手
帳
に
自
動
車
税
減
免

を
受
け
て
い
た
時
の
印
が
あ
る
場
合

は
、
申
請
前
に
必
ず
印
の
取
消
手
続
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
交
付
枚
数
と
有
効
期
間

　
４
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
申
請
い
た
だ

い
た
場
合
は
、
６
０
０
円
の
タ
ク
シ
ー

回
数
券
を
24
枚
交
付
し
ま
す
。
５
月
以

降
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
１
ヵ
月
経
過

す
る
ご
と
に
交
付
枚
数
が
２
枚
ず
つ
減

少
し
ま
す
。

　
な
お
、
有
効
期
間
は
４
月
１
日
か
ら
令

和
３
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問
福
祉
課　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
７

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談

「
こ
れ
っ
て
障
害
者
差
別
で
は
？
」「
障

害
者
の
方
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る

べ
き
か
？
」な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

あ
ん
し
ん
相
談

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、
会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、

家
族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か

な
い
な
ど
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
中
心

と
し
た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

随
時　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◦
申
込
方
法　

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
そ
の
他

　
精
神
保
健
福
祉
士
、
保
健
師
が
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は

精
神
科
医
師
の
対
応
も
可
能
で
す
。

※
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
へ
の
来
所
を
基
本

と
し
ま
す
が
、
ご
事
情
に
よ
り
訪
問
等

の
対
応
も
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

令
和
２
年
度　
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
受
講
生
募
集

～
手
話
を
楽
し
く
学
ん
で
み
よ
う
～

講
座
日
程

　

５
月
８
日
～
令
和
３
年
２
月
26
日
ま

で
の
毎
週
金
曜
日
お
よ
び
11
月
17
日

（
火
）・
12
月
22
日
（
火
）（
全
40
回
）

※
７
月
24
日
、
８
月
14
日
、
11
月
20
日
、

12
月
25
日
、
１
月
１
日
は
除
く

午
後
７
時
30
分
～
９
時

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　
１
階

　
会
議
室

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
16
歳
以
上

の
方
で
、
手
話
に
関
心
が
あ
り
、
手
話

経
験
が
な
い
方
ま
た
は
手
話
経
験
が
お

お
む
ね
１
年
未
満
の
方

※
過
去
５
年
以
内
に
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
を
受
講
さ
れ
た
方
で
も
、
２
回
目
ま

で
は
再
受
講
が
可
能
で
す
。

◦
定
員　
20
名

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
３
，
３
０
０
円
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

◦
申
込
方
法

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご

持
参
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
市
内
各
公
共
施
設
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

◦
申
込
締
切
日　
４
月
24
日
（
金
）

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

予
約
不
要

要
予
約
・
無
料

要
予
約
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引
っ
越
し
を
ご
検
討
の

皆
さ
ん
へ

例
年
、
３
月
・
４
月
・
９
月
・
10
月
の

時
期
は
引
っ
越
し
の
ご
依
頼
が
集
中
し

ま
す
。
特
に
３
月
中
下
旬
か
ら
４
月
上

旬
に
集
中
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　
加
え
て
、
最
近
の
人
手
不
足
に
よ
り
、

混
み
合
う
時
期
は
「
希
望
日
に
合
う
事

業
者
が
見
つ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
ご
希

望
に
沿
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
ス
ム
ー
ズ
な
引
っ
越

し
の
た
め
に
も
、
混
雑
時
期
を
外
し
た

引
っ
越
し
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◦
引
っ
越
し
の
ポ
イ
ン
ト

①
準
備
は
早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

引
っ
越
し
先
の
状
況
（
道
路
、
建
物
の

形
状
等
）
を
前
も
っ
て
運
送
事
業
者
に

伝
え
て
お
く
と
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

②
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
も
、
見
積
り

は
非
常
に
重
要
で
す
。
見
積
り
は
無
料

で
す
が
、
運
送
事
業
者
が
下
見
を
し
た

場
合
は
、
利
用
者
と
の
合
意
の
上
で
料

金
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
現
金
、
宝
石
貴
金
属
、
預
金
通
帳
等
の

貴
重
品
類
は
、
利
用
者
が
携
帯
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
で
運
ぶ
こ

と
が
困
難
な
場
合
や
引
越
運
送
約
款

上
、
依
頼
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
場
合

は
、
見
積
り
時
に
運
送
事
業
者
と
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

④
荷
物
の
破
損
を
防
ぐ
た
め
、
し
っ
か
り

と
梱
包
を
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
電
子
機

器
の
取
り
扱
い
は
、
事
前
に
引
越
運
送

約
款
を
確
認
し
、
入
念
に
運
送
事
業
者

と
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
エ
ア
コ
ン
等
の
取
り
外
し
、
不
用
品
の

処
分
な
ど
、
付
帯
サ
ー
ビ
ス
を
依
頼
す

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
料
金
等
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
家
電
製
品
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基

づ
い
て
処
分
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
専
門
の
業
者
に
依
頼
を
お
願
い
し

ま
す
。

⑦
見
積
り
以
降
に
荷
物
が
増
え
る
と
、
運

送
事
業
者
の
作
業
時
間
遅
延
に
つ
な
が

り
ま
す
。
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
引
っ
越
し
終
了
後
は
、
速
や
か
に
詳
し

く
荷
物
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

運
送
事
業
者
の
責
任
は
、
荷
物
を
引
き

渡
し
た
日
か
ら
３
ヵ
月
以
内
で
す
。

問（
一
社
）山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　
輸
送
相
談
本
部　

　
☎
０
５
５
‐
２
６
２
‐
５
５
６
１

問
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
８
４
５
５

問
関
東
運
輸
局　
山
梨
運
輸
支
局

　
☎
０
５
５
‐
２
６
１
‐
０
８
８
０

国
家
公
務
員
募
集

人
事
院
は
、
２
０
２
０
年
度
に
次
の
国

家
公
務
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

◎
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
）

　
総
合
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

◦
受
付
期
間

　
３
月
27
日
（
金
）
～
４
月
６
日
（
月
）

◦
第
１
次
試
験
日　
４
月
26
日
（
日
）

◎
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

◦
受
付
期
間

　
４
月
３
日
（
金
）
～
15
日
（
水
）

◦
第
１
次
試
験
日　
６
月
14
日
（
日
）

◎
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

　
一
般
職
試
験（
社
会
人
試
験（
係
員
級
））

◦
受
付
期
間

　
６
月
22
日
（
月
）
～
７
月
１
日
（
水
）

◦
第
１
次
試
験
日　
９
月
６
日
（
日
）

※
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm
l

問
人
事
院
関
東
事
務
局

　
☎
０
４
８
‐
７
４
０
‐
２
０
０
６
～
８

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

職
業
訓
練
講
座
の
ご
案
内

働
く
皆
さ
ん
の
職
業
能
力
や
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
各
種
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

◦
認
定
職
業
訓
練

・
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー

・
ワ
ー
ド
入
門

・
監
督
者
訓
練
１
科

◦
も
の
づ
く
り
講
座

・
松
の
ミ
ド
リ
摘
み
教
室

※
講
座
内
容
、
日
程
、
定
員
、
受
講
料
、

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
総
務
企
画
課

　
☎
０
５
５
‐
２
４
３
‐
４
９
１
６

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

能
力
開
発
講
座
等
の
ご
案
内

産
業
技
術
短
期
大
学
校
で
は
、
実
践
技

術
者
を
育
成
し
、
山
梨
県
の
産
業
と
経

済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
職
業
に
必
要
な
知
識
や
技
能
の

向
上
、
資
格
取
得
等
を
目
的
と
し
た
能

力
開
発
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◦
４
月
開
催
予
定
講
座

・
新
入
社
員
研
修

・
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
会
話

・
ワ
ー
ド
基
礎
（
第
１
回
）

◦
５
月
開
催
予
定
講
座

・
エ
ク
セ
ル
基
礎
（
第
１
回
）

※
講
座
内
容
、
日
程
、
定
員
、
受
講
料
、

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス

　
総
務
・
民
間
研
修
課

　
☎
32
‐
５
２
０
２

山梨県内の最低賃金が改正されました
●山梨県最低賃金
　【１時間８３７円】（効力発生日：令和元年１０月１日）
●山梨県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
　情報通信機械器具製造業最低賃金
　【１時間９１３円】（効力発生日：令和２年１月１２日）
●山梨県自動車・同附属品製造業最低賃金
　【１時間９１８円】（効力発生日：令和元年１２月１２日）

問山梨労働局賃金室　　☎０５５ ‐ ２２５ ‐ ２８５４
問甲府労働基準監督署　☎０５５ ‐ ２２４ ‐ ５６１６
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アメリカ合衆国エイムズ市
中学生訪問団 ホストファミリー募集
　友好都市・アメリカ合衆国アイオワ州エイムズ市
との交流事業として、エイムズ市中学生訪問団が下
記の日程で本市を訪れます。　
　市国際交流委員会では、訪問団のホストファミ
リーになっていただけるご家庭を募集します。
●日　程

６月７日（日）～１４日（日）の期間中、６日間
（５泊６日）を予定しています。

●ホームステイ対象者
エイムズ市中学生訪問団および随行者２５名程度

（中学生２０名・大人５名）
●内　容

滞在中の宿泊と食事（主に朝食と夕食）の提供を
お願いします。
訪問団員は日中、市国際交流委員会のプログラム
に参加します。エイムズ市の皆さんとの交流など、
国際色豊かな体験ができます。

●応募方法
　３月２７日（金）までに電話でご応募ください。
◆お問い合わせ・応募先
　甲州市国際交流委員会事務局（市民生活課内）
　☎３２ ‐ ５５８３

【一般の部】

最
優
秀
賞　
　

日
々
健
康 

心
を
繋
ぐ 

家
族
の
和

（
古
家
福
治
）

優
秀
賞　
　

手
を
つ
な
ぐ 

転
ば
ぬ
た
め
と 

照
れ
笑
い

（
萩
原
満
治
）

　

〃　
　
　

野
良
仕
事 

田
畑
我
が
身
も 

健
や
か
に

（
瀧
澤
康
雄
）

　

〃　
　
　

健
康
の 

男み
ん
な女
笑
顔
で 

環
を
ひ
ろ
め

（
田
口
裕
人
）

　

〃　
　
　

家
事
分
担 

呼
吸
あ
わ
せ
る 

共
稼
ぎ

（
田
邉
國
代
）

　

〃　
　
　

健
康
も 

桃
と
ブ
ド
ウ
も 

日
本
一

（
豊
岡
力
丸
）

【高校生の部】

最
優
秀
賞　
　

母
の
愛 

感
じ
て
食
べ
る 

お
弁
当

（
古
明
地
彩
弓
）

優
秀
賞　
　

母
に
よ
る 

バ
ラ
ン
ス
と
れ
た 

日
々
の
飯

（
渡
辺
亮
太
）

　

〃　
　
　

健
康
に 

歩
き
は
じ
め
る 

父
と
母

（
小
島
美
春
）

　

〃　
　
　

日
曜
日 

い
つ
も
と
ち
が
う 

父
の
味

（
望
月
貴
樹
）

　

〃　
　
　

笑
う
こ
と 

こ
れ
が
う
ち
ら
の 

常
備
薬

（
中
村
咲
葵
）

　

〃　
　
　

き
れ
い
だ
と 

ほ
め
て
も
ら
っ
た 

胃
の
写
真
（
南
瑛
梨
）

　

２
月
１
日
、「
健
康
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
」
～

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
醸
成
と
男
女
共
同
参

画
～
を
テ
ー
マ
に
、フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
が
参
加
す
る
中
、
第
１
部
で
は
山
梨
大

学
大
学
院
の
山
縣
然
太
朗
教
授
に
基
調
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
第
２
部
の
寸
劇
で
は
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
秘
訣
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

（
人
と
の
つ
な
が
り
）
に
あ
る
こ
と
な
ど
を
学
び
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
「
健
康
」
に
つ
い
て
考

え
て
い
た
だ
け
る
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
川
柳
入
選
者

　
「『
健
康
』
～
男
女
（
ひ
と
）
と
の
つ
な
が
り
が
健

康
の
原
動
力
と
な
っ
た
瞬
間
」
を
テ
ー
マ
に
川
柳
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
市
民
の
方
や
塩
山
高
校
の
生
徒

の
皆
さ
ん
か
ら
６
８
７
句
も
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、
一
般
の
部
・
高
校
生
の
部
で

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
５
点
が
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

男み
ん
な女

で
環わ

に
な
り
笑
顔
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

男み
ん
な女

で
環わ

に
な
り
笑
顔
の
甲
州
市

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

◆
◆
◆ 

男
女
（
み
ん
な
）
で
環
に
な
り
笑
顔
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催 
◆
◆
◆

　
２
月
１
日
（
土
）、
勝
沼
市
民
会
館
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
健
康
づ

く
り
は
ま
ち
づ
く
り
」～
ソ
ー
シ
ャ
ル・キ
ャ
ピ
タ
ル
の
醸
成
と
男
女
共
同
参
画
～
。ソ
ー
シ
ャ
ル・

キ
ャ
ピ
タ
ル
（
以
下
Ｓ
Ｃ
と
略
）
と
は
、
道
路
や
病
院
等
の
物
的
資
本
、
教
育
に
よ
り
も
た
ら
さ

れ
る
ス
キ
ル
・
技
術
等
の
人
的
資
本
と
並
ぶ
新
概
念
で
す
。
災
害
列
島
の
日
本
で
は
「
共
助
」
が

不
可
欠
で
す
。
非
常
時
に
共
助
が
正
常
に
機
能
す
る
た
め
に
は
人
間
関
係
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ

の
人
間
関
係
が
Ｓ
Ｃ
の
一
種
で
あ
り
、
自
治
会
活
動
や
行
事
参
加
等
で
醸
成
さ
れ
ま
す
。

　
超
高
齢
社
会
。
高
齢
者
が
住
め
る
街
と
す
る
に
は
、
住
民
同
士
の
相
互
扶
助
が
必
要
で
す
。
そ

れ
に
は
健
康
な
高
齢
者
が
多
数
派
と
な
っ
て
支
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
健
康
づ

く
り
は
ま
ち
づ
く
り
」
の
所
以
で
す
。
山
梨
県
の
健
康
長
寿
日
本
一
の
背
景
に
は
、
山
梨
独
自
の

豊
か
な
Ｓ
Ｃ
が
あ
り
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
は
Ｓ
Ｃ
醸
成
に
一
役
買
う
べ
く
、
今
年

も
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＴＯＰＩＣＳ
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　　イベント　　講座・募集　　介護・福祉　　健康　　保険・税　　お知らせ　　

武
田
信
春
公
の
館
の
あ
っ
た

千
野
地
区
を
巡
る
フ
ッ
ト
パ
ス

３
月
14
日
（
土
）
※
雨
天
中
止

午
前
８
時
30
分
～　
受
付

　
午
前
９
時
～　
　
　
出
発

塩
山
北
公
民
館
（
集
合
）

信
玄
公
よ
り
７
代
前
、
武
田
信
春
公
の

千
野
館
跡
・
慈
徳
院
を
訪
ね
ま
す
。

　
信
春
公
の
墓
や
千
貫
掘
、
荒
井
割
な
ど

に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
巡
り
ま
す
。

◦
定
員　
20
名

５
０
０
円
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
代
、
保
険

料
等
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
会
（
古
屋
）

　
☎
33
‐
５
５
１
５

富
士
山
科
学
研
究
所
イ
ベ
ン
ト

◎
富
士
山
自
然
ガ
イ
ド
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
９

３
月
14
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所　
本
館

◦
テ
ー
マ

①
戦
国
時
代
の
富
士
山
信
仰

②
富
士
信
仰
の
行
事
食

◦
講
師

①
堀
内
亨 

氏　
②
堀
内
眞 

氏

　
（
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
）

◦
定
員　
１
２
０
名

問
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
環
境
教
育
・
交
流
部

　
☎
０
５
５
５
‐
７
２
‐
６
２
０
６

甲
州
市
塩
山
テ
ニ
ス
場

か
ら
の
お
知
ら
せ

塩
山
テ
ニ
ス
場
の
使
用
単
位
お
よ
び
使

用
料
を
、
４
月
１
日
利
用
分
か
ら
次
の

と
お
り
改
定
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８

Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｓ　
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー

普
段
、
発
表
の
機
会
が
少
な
い
子
ど
も

た
ち
（
園
児
～
高
校
生
）
が
ダ
ン
ス
や

ピ
ア
ノ
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

３
月
15
日
（
日
）

午
後
１
時
～
４
時

甲
州
市
民
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す
て
っ
ぷ
・
あ
っ
ぷ
る

　
☎
０
９
０
‐
５
７
６
４
‐
４
４
２
８

春休み目前 ! 生涯学習講演会 入場無料
　もはやそこにあることが当たり前で、私たちの普段
の生活とは切っても切れない存在のスマートフォン。
大人ばかりでなく、小中学生でも普及率が上がり、ス
マホを使ったゲーム依存が社会現象となる中、スマホ
やインターネットの使い過ぎ、犯罪やいじめなどの心
配に頭を悩ませている保護者も多いと思います。
　市教育委員会では、進学や進級を控えスマホを使い
始めるお子さんも多くなると考えられるこの春休みに、
子どものスマホ・トラブル対処の講演会を開催します。
●演題　「ネットトラブル、ネットいじめから
　　　　子どもを守る～最新事例とその対処法～」
●講師　安川雅史 氏
　　　　（（一社）全国ＩＣＴカウンセラー協会　代表理事）
●日時　３月２１日（土）
　　　　午後２時～（受付　午後１時３０分～）
●場所　勝沼市民会館　２階　大会議室
※駐車場は、勝沼中学校グラウンドをご利用ください。
　どなたでもご参加いただけます。
●主催：甲州市教育委員会
●後援：青少年育成甲州市民会議・甲州市社会教育委員の会
問生涯学習課　社会教育担当　☎３２ ‐ ５０９７

ＪＲ中央線沿線の市民等を対象とした
早朝特急列車等の利用ニーズアンケート
調査にご協力ください
　県民から長年要望のある早朝特急列車等
の運行については、山梨県をはじめ、甲州
市から北杜市までの沿線７市が「中央本線
の利用促進及び利便性の向上に向けた研究
会」を設立し、調査・研究を行っています。
　この度、利用ニーズを踏まえた研究に取
り組むべく、アンケート調査を実施します
ので、皆さまのご協力をお願いします。

●調査方法
　次のＱＲコードを読み取り、
ご回答ください。

●調査期間
　３月　１日（日）午前０時～
　　　　４月３０日（木）午前０時

問政策秘書課　地域創生推進担当
　☎３２ ‐ ５０３７

■利用時間・使用料（４月１日から）

利用者
区　分 使用単位 ９：００～

１７：００
１７：００～

２１：００

市内在住
または

在勤の方

１面／　
　１時間 ２２０円 ４００円

上記以外
の方

１面／　
　１時間 ６６０円 １,２００円

※１時間に満たない端数がある場合は、これを１
時間に切り上げます。

要
申
込

申
込
不
要
・
無
料

無
料
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

甲
州
市
・
山
梨
市
共
同
開
催

歴
史
的
風
致
散
策

勝
沼
堰
堤
か
ら
日
川
沿
い
を
歩
き
、
治

水
事
業
の
変
遷
を
辿
り
ま
す
。

３
月
22
日
（
日
）
※
小
雨
決
行

午
前
９
時
～
午
後
１
時
30
分
頃

Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨　
日
川
支
所
駐
車

場
（
集
合
）

◦
定
員　
30
名

無
料
（
別
途
保
険
料
50
円
程
度
）

◦
申
込
方
法

　
３
月
５
日
（
木
）
〜
19
日
（
木
）
ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
昼
食
、
飲
み
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
文
化
財
課　
歴
史
ま
ち
づ
く
り
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
６　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２

春
の
例
大
祭
と

第
30
回
上
条
集
落
見
学
会

見
学
会
当
日
に
行
わ
れ
る
「
春
の
例
大

祭
」
の
様
子
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
例
大
祭
は
金
井
加
里
神
社
と
神
部
神
社

で
同
日
開
催
さ
れ
、
昔
は
小
田
原
橋
で

神
輿
同
士
が
鉢
合
わ
せ
し「
喧
嘩
祭
り
」

と
呼
ば
れ
る
激
し
い
ぶ
つ
か
り
合
い
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
30
日
（
月
）
※
小
雨
決
行

午
前
11
時
30
分
～
午
後
２
時
頃

福
蔵
院　
駐
車
場
（
集
合
）

無
料
（
別
途
保
険
料
50
円
程
度
）

◦
申
込
方
法

　
３
月
26
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
文
化
財
課　
歴
史
ま
ち
づ
く
り
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
６　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２

恵
林
寺　
箏
コ
ン
サ
ー
ト

フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
世
界
で
活
躍
す
る

音
楽
家
・
日
原
史
絵
氏
を
招
い
て
、
箏

の
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

４
月
５
日
（
日
）

午
後
６
時
～　
　
　
開
場

　
午
後
６
時
30
分
～　
開
演

恵
林
寺
本
堂

◦
定
員　
80
名
（
先
着
順
）

◦
申
込
方
法

　
３
月
５
日
（
木
）
～
４
月
２
日
（
木
）

ま
で
に
電
話
で
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
文
化
財
課　
文
化
財
保
護
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
６

歴
史
講
演
会　
検
地
帳
か
ら

み
る
恵
林
寺
領
の
空
間
と
構
造

～
寺
を
支
え
る
人
々
～

３
月
14
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
大
会
議
室

◦
講
師　
内
藤
和
久 

氏
（
山
梨
郷
土
研

究
会
・
東
京
大
学
研
究
生
）

◦
主
催　
塩
山
郷
土
研
究
会

問
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

福祉あんしん相談支援センターからのお知らせ

３月１日は山梨いのちの日・３月は自殺対策強化月間です
～だれかと話すと安心する～

　近年、自殺者は減少してきていますが、それでもその数は年間約２万人（平成３０年警察庁
自殺統計票）にのぼります。自殺の多くが追い込まれた末の死です。自殺の背景には、過労や
困窮、育児・介護疲れ、いじめや孤立などさまざまな社会的要因があることが知られています。
　大切な人の様子が“いつもと違う”と感じたら、ためらわず声をかけてみてください。その
声を待っている人がいます。

寄り添う、支え合う、つながり合う。
あなたを必要としている人がいます。

問福祉あんしん相談センター　☎３２‐０２８５
　こころの健康統一ダイヤル　☎０５７０‐０６４‐５５６

気 づ き： 家族や仲間の変化に気づき、声をかける
傾　　聴： 本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
つ な ぎ： 早めに専門家に相談するよう促す
みまもり： 温かく見守りながら、ゆっくり見守る

要
申
込

要
申
込

要
申
込
・
無
料

申
込
不
要
・
無
料
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モモせん孔細菌病秋季防除対策 補助金と春季防除について
　ＪＡフルーツ山梨や農薬販売店を通じて、または農林振興課へ直接補助金申請をいただきました「モモせん孔
細菌病秋季防除対策支援事業費補助金」については、３月中をめどに払い込みの作業を進めています。なお、補
助金額の算出は次の例によります。

【算出方法】
　山梨県モモせん孔細菌病秋季防除対策支
援事業費補助金交付要綱に基づき、散布面
積１０a当たりの上限単価を右の表から適
用し、事業費・補助対象経費の３分の２以
内を補助額とします。
　ただし、ＪＡ、農薬販売店などの薬剤購
入額（税抜）が上記の事業費・補助対象経
費を下回る場合は、その３分の２を補助額
とします。

例モモほ場１０a にＩＣボルドー４１２を３回散布した場合で、販売店での薬剤購入費が
　１０, ０００円（税抜）であった場合
・ ４, １７０円×３回＝１２, ５００円 ( 散布面積による事業費・補助対象経費 )
　☞薬剤の購入額は１０, ０００円であることから、補助額を計算するために用いる事業費は
　　１０, ０００円となります。
・１０, ０００円×２／３＝６, ６６６円（円未満は切り捨て）
　☞県・市の補助額は６, ６６６円、自己負担が３, ３３４円となります。

春季防除について
　初期感染を予防するため、３月中下旬をめどに薬剤散布を行ってください。詳細は甲州市ホームページ掲載の「モ
モせん孔細菌病防除マニュアル」をご覧いただくか、最寄りのＪＡフルーツ山梨各支所にお問い合わせください。

問農林振興課　果樹農林担当　☎３２ ‐ ５０９２

薬剤名 上限量（10a 当たり） 上限単価（税抜）

ＩＣボルドー４１２ １６．７㎏ ４, １７０円

４－１２式ボルドー液
（ボルトップ + 硫酸銅）

硫酸銅 ２㎏
ボルトップ ６㎏ ２, １２２円

ムッシュボルドーＤＦ
（クレフノン加用）

ムッシュボルドーＤＦ １㎏
クレフノン ５㎏ ２, ６３５円

犯罪被害者支援大学生ボランティア募集
　山梨県警察では、地域社会全体で犯罪被害者等を思いやり、支える気運を醸成するため、広報啓発活動を展開
しています。大学生の皆さんにボランティア活動を通じ、犯罪被害者等の実情や犯罪被害者支援の重要性などへ
の理解を深めてもらい、大学内や地域社会へと、その思いを伝え広めてください。

　「一人でも多くの方に犯罪被害者等の思いが伝わるよう熱意と行動力を持って活動したい！」と思っている方
の応募をお待ちしています。

●主な活動
・犯罪被害者支援大学生ボランティア研修会（犯罪被害者支援に関する理解を深める
とともに、ボランティア活動について学びます）

・各種イベント時の広報活動（犯罪被害者支援の日や県民の日などのイベント会場で、
犯罪被害者支援普及のためリーフレット配布等の広報啓発活動を行います）

・「命の大切さを学ぶ授業」の運営補助（管内の中学校・高校で、犯罪被害者やその家
族、遺族等を講師に招いて講演会を行う際の運営補助を行います）

●委嘱期間
　令和４年３月３１日まで（申込締切日　４月３０日（木））

■お問い合わせ・申込書送付先
　〒４００－８５８６　甲府市丸の内１- ６- １
　山梨県警察本部犯罪被害者支援室　☎０５５- ２２１- ０１１０
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★お問い合わせ先★
　塩山図書館	 ☎３２‐１５０５
　勝沼図書館	 ☎４４‐３７４６
　大和図書館	 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館	 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

としょかん
つうしん

春山登山は安全に
　春山は「ふもとは春でも山は冬」という状態であり、アイ
スバーン、雪崩、落石など多くの危険が待ち受けています。
　登山をする方は事前の準備や登山中の事故防止に十分注意
を払うことが必要です。

★経験や体力に応じて山を選び、
　無理のない日程を！
★単独登山は避け、無理だと思っ
　た時には「引き返す勇気」を！

◎万が一の捜索や救助活動に備え、入山の前に、警察署、
職場、学校などに「登山計画書」を提出。

　さらに「コンパス」の登録を！

コンパス登録、詳細
情報（日本ガイド協
会運営）はこちら！

　登山は「自己責任」と「自力救助」の意識を
持ち、ルールを守った登山を行ってください。

家族、友人、グルー
プで山岳情報共有！

◆甘草屋敷子ども図書館　第６３回企画展
　「忍者の蔵」
■日時　３月１４日（土）～５月２４日（日）
■会場　甘草屋敷子ども図書館
　子ども図書館が忍者屋敷に早変わり。忍者の心得や
忍者修行が体験できます。みんなで「子ども図書館認
定忍者」を目指して修行しよう！

◆マジックポッケ　春のお話会
■日時　３月１日（日）午前１０時３０分～　
■会場　大和ふるさと会館　２階　研修室２
■対象　幼児～小学校低学年
　読み聞かせボランティア「マジックポッケ」の皆さ
んによる春の楽しいお話会です♪

◆ぶどうとワインの資料展連動企画セミナー
　『明治十年仝十一年中往復記録』を読む
　連続講座（第１４回）
■日時　３月１５日（日）午後２時～
■会場　勝沼図書館　視聴覚室
■講師　小野正文 氏（甲州市文化財課文化財指導監）
　いよいよ最終回です。
※参加申込は勝沼図書館まで

◆塩山図書館および甘草屋敷子ども図書館
　蔵書点検による休館
　３月２日（月）～３月１３日（金）
※勝沼図書館および大和図書館は通常どおり開館しま
す。

◆勝沼人形劇団「葡萄の実」公演
■日時 ３月２９日（日）午後２時～　
■会場　勝沼図書館　視聴覚室
　楽しくて、なんだか元気がわいてくる！農閑期に活
動している人形劇グループ「葡萄の実」の皆さんによ
る勝沼図書館だけのスペシャル公演です！

◆令和２年度
　カムカムクラブ会員募集！
　勝沼図書館「子ども読書クラブ・カムカムクラブ」
の来期生を募集します。
■募集対象　小学校３・４年生（定員２０名）
■申込方法　４月４日（土）午前１０時から受付を開
　　　　　　始します。
※詳細は勝沼図書館まで

◆知的書評合戦 ビブリオバトル IN 塩山
　第５回　学生大会
■日時　３月２９日（日）午前１０時３０分～　
■会場　甲州市民文化会館　ロビー
■対象　小学校４年生以上
★本の紹介をするバトラーを募集しています。
★当日の観戦は自由です。時間までに会場へお集まり
ください。

◆読み聞かせボランティア「絵本くらぶ」主催
　絵本っておもしろい！
　「武田美穂の絵本ライブ」
■日時　３月２７日（金）午後１時～（１２：４５開場）
■会場　勝沼市民会館　２階　大会議室
■定員　１００名（要申込）
　絵本作家・武田美穂さんによる絵本ライブです。
※お問い合わせ・参加申込はＮＰＯ法人すてっぷ ･あっ
ぷるまで　☎０９０－５７６４－４４２８
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人口と世帯 （2020.2.1現在）
（　）内は前月比 人口 31,170人（−64）　男 15,090人（−25）　女 16,080人（−39）　世帯数 13,105世帯（−7）
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塩山下於曽 1541-1
（塩山バイパス通り）

10：00〜19：00（水曜定休）

☎３２–１３２５ P有

お 値 打 ち 品 満 載！

問政策秘書課　秘書・広聴広報担当　☎３２ ‐ ５０６３

子どもから
大人まで
どなたでもＯＫ！
記念に素敵な
スマイルを
掲載して
みませんか？

甲州市にあふれる笑顔（スマイル）大募集 !!
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「健幸ポイントこうしゅう」特典の利用について
～ポイントの引き換えはお済みですか？～

　健幸ポイントこうしゅうに参加されている方で、５０ポイント
達成している方は、市内協賛店で使える５００円券の利用申請が
できます。
　さらに、合計１００ポイント達成している方は、勝沼ぶどうの
丘展望レストラン豪華ペアディナー券の抽選に応募できます。
●申請期間：３月１６日（月）まで
●申請窓口：市役所本庁舎　健康増進課
　　　　　　市役所勝沼支所・大和支所
問健康増進課　健康企画・地域医療担当　☎３２‐５０１４

新型コロナウイルス感染症に備えましょう!
●感染しないようにするために

　日常的な感染予防策として、手洗いのほか、せき、くしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカ
チなどを使って口や鼻をおさえる「咳エチケット」が重要です。特に高齢の方や基礎疾患をお持ちの方は、
人混みはできるだけ避け、感染予防に努めてください。

●新型コロナウイルス感染症が疑われる方へ
　次の方は、下記の「帰国者・接触者相談センター」にご相談ください。
・風邪の症状や３７．５℃以上の発熱が４日以上続いている方（解熱剤を飲み続けなければならないときを含む）
・強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある方
※高齢者や基礎疾患等のある方は、上記の状態が２日以上続く場合

◎帰国者・接触者相談センター窓口　峡東保健所　地域保健課　☎２０ ‐ ２７５２

◎カラー　１ヵ月：２０,０００円
◎白黒　　１ヵ月：１０,０００円（カラー、白黒とも最大６ヵ月まで）

甲州市ホームページのバナー広告も随時募集しています。
募集要綱および申込書は、甲州市ホームページをご覧ください。

◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　☎32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp

　甲州市では、新たな財源確保や地域経済の活性化を図るため、
有料広告を募集します。
　広報こうしゅうの広告料金は下記のとおりです。

「有料広告」を募集します！「有料広告」を募集します！
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